
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
そ
の
他

四
日
市
市
議
会
会
議
録
目
次

＇ I
 

議
席
の
変
更
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

委
員
長
報
告
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
諾
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

議
案
説
明
・
・
・
・
質
疑
、
討
論
、
議
決
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

昭
和
四
十
一
年
二
月
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昭
和
四
十
一
年
二
月
十
八
日

四

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

日

市

市

議

会
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第

八

議

案

第

第

七

議

案

弟

号
昭
和
四
十
年
腹
四
日
市
市
因
民
健
駁
保
険
特
別
会
計
補
正

ー・コ＇っ

第

．ヽ
1
/
 

話
案
第

号

第

五

謡
案
第
一
ー
ニ
号

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
一
般
会
汁
決
邸
並
び
に
各
特

第

四"＂ 
‘̂/ 

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

四
日
市
rlj
磁
会
鼎
任
姿
且
会
委
且
の
近
任
に
つ
い
て

別
令

ill守
決
祝
認
定
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
委
員
長
報
告
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
議
決

昭
和
四
十
年
艮
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
卵
（
第
五
号
）
：
謡
案
説
明
・
・
・
・
質
疑
、
討
論
、
議
決

昭
和
四
十
年
殷
四
日
市
市
公
益
竹
松
牡
別
会
計
柚
正
予
邪

（
第
一
り
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

予
豹
（
第
二
号
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
：
 ．．．．．．．．．．．．．． 

．
 

第

会
品
録
料
名
議
且
の
指
名
に
つ
い
て

第

議
席
の
変
更
に
つ
い
て

0
議

t.A 
T-
ー

昭
和
四
十
一
年
二
月
十
八
日

日

程

（
金
）

IF裕
二
時
間

4^

昭
和
四
十
一
年
二
月
十
八
日
（
金
晰
日
）

噌

四

十

一

胚

四

日

市

市

蔽

会

臨

時

会

会

峨

録
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0
出
席
猿
且
（
三
十
七
名
）

第

一

四

議

案

第

九

号

議

案

第

八

号

第

一

〇

訊

案

第

五

号

坪

井

妙

子

君

安藤
I 

垣

勇

君

谷

祐

君

錦

安

吉

君

北

村

与

市

君

酒

井

日
戸

第

誠

案

第

七

号

算
（
第
三
号
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

会
計
補
正
予
邸
（
第
一
号
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

r" ........................................... .
 

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第
一
三

訟
案
第
一
ー
ニ
号

正
予
邸
（
第
二
号
）
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
議
決

（
第
一
号
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
西
油
土
地
区
画
敗
理
事
業
特
別

回
補
正
予
卯
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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 II 
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.

.
 II 

.

.

.
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 II 

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
一
般
会
叶
決
卯
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
諄
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
邸
（
第
五
号
）

昭
和
四
十
年
庶
四
日
市
市
と
畜
場
食
肉
市
均
特
別
会
計
補
正
予
郭
（
第
二
号
）

昭
和
四
十
年
股
四
日
市
市
営
焦
市
協
特
別
会
計
補
正
予
罪
（
第
一
号
）

昭
和
四
十
年
笈
四
日
市
市
公
共
下
水
迅
特
別
会
計
補
正
予
卯
（
第
三
号
）

昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
西
補
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
打
（
第
一
号
）

昭
和
四
十
年
股
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
第
三
回
哺
正
予
算

昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
水
道
TJI
業
会
計
第
三
回
補
正
予
邸

第

紐

案

第

六

号

第

九

践

案

第

四

号

第

八

議

案

第

サ
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
田
民
位
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
邪
（
第
二
号
）

第，第

七

馘

案

第

号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
公
益
質
歴
特
別
会
計
補
正
予
節
（
第
一
号
）

六

議
案
第

号

第

五

第
四
四
日
市
市
筋
会
常
任
委
貝
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第

会
謡
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

第

談
席
の
変
更
に
つ
い
て

第
一
四
議
案
第
九
号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
水
逆
事
業
会
計
第
三
回
補
正
予

，第

議
案
第
八
号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
棠
会
計
第

第

議

案

第

七

号

第

議
案
第

六

号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

第

l
0
議
案
第
五
号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
営
魚
市
場
特
別
会
計
補
正
予
算

第
九
議
案
第
四
号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
と
畜
場
食
肉
市
場
特
別
会
計
哺
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〇
欠
席
談
且
（
三
名
）

早

川

正

夫

君

山

，

本

栄

君

鈴

木

愛

次

君

伊

藤

信

君

伊

藤

金

君

山

本

勝

君

渡

部

権

太

郎

君

増

山

英

君

味

岡

郎

君

訓

覇

也

男

君

谷

ロ

専

九

君

永

田

利

一

郎

君

橋

吐
6ロ

興

隆

君

服

部

昌

弘

君

笠

田

七

衛

君

店

栢

伊

祐

君

山

中

忠

君

加

藤

定

男

君

前

JI

宗

雄

君

大

島

武

雄

君

須

藤

総

太

郎

君

伊

藤

泰

君

矢

田

繁

郎

君

荒

木

武

治

君

日

比

義

平

君

野

崎

貞

芳

君

中

島

忠

勝

君

坂

上

長

十

郎

君

宮

崎

春

吉

君

伊

藤

太

郎

君

志

稼

政

君

前

川

辰

男

君

喜

多

野

等

君

岩

田

久

雄

君

ークー -!?-



0
市
議
会
事
務
局

0
議
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

主

午
後
二
時
五
分
開
会

事事

芳

野

孝

・君

主

佐

藤

正

俊

君

議

事

係

長

小

坂

靖

君

次

長

岩

谷

剛

君

市

務

局

此

菊

地

英

也

君

監

荘

委

且

宮

力

君

梢

防

長

竹

内

鉄

雄

君

技

術

部

艮

加

藤

弘

君

次

品

沌

伝

之

助

君

水

道

局

反

山

本

文

雄

君

射TIi.

院立

事四

務日

長市

渡

部

臣

君

！ 

教

育

長

栗

林

武

男

，

君

副

収

入

役

村

木

菩

代

次

君

建

設

部

長

園

補

和

己

君

土

木

部

長

城

井

義

夫

君

衛

生

部

長

中

山

英

郎

君

厚

生

部

長

山

本

軍

君

朕

業

部

長

芝

田

敬

太

郎

君

税

務

部

長

柏

喜

代

司

君

総

務

部

長

平

井

浩

君

市

長

公

室

長

谷

沢

文

男

君

収

入

役

川

崎

祐

男

君

助

役

庄

司

良

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

九

鬼

喜

久

男

君
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日
程
才
五

0
議
長
（
笠
田
七
衛
岩
）

且
に
迅
任
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〇
誤
此
（
笠
田
七
術
沿
）

日
肛
オ
四
四
日
市
市
踊
会
祁
任
委
且
会
姿
且
の
送
任
に
つ
い
て

日
杜
オ

,
1
9
,

＇ 

次
に
、
日
程
第
二
、
会
議
録
料
名
謡
且
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

会
議
録
怒
名
議
且
の
指
名
に
つ
い
て

r-、
日
程
第
一
、
議
席
の
変
更
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
一
議
席
の
変
更
に
つ
い
て

鼠
長
（
笠
田
七
衛
君
）

た
だ
い
ま
よ
り
昭
和
四
十
一
年
二
月
、
四
日
市
市
諮
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
議
事
日
程
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
ぉ

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
誠
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
．

な
お
、
議
事
説
明
者
中
、
教
育
委
且
長
は
公
務
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
御
了
承
を
お
廊
い
い
た
し
ま
す
。

0
諾
長
（
笠
田
七
衛
君
）

今
回
、
新
た
に
御
当
迦
に
な
り
ま
し
た
山
本
勝
君
ほ
か
三
君
の
議
席
の
指
定
に
関
述
し
、
議
席
を
変
更
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
議
席
は
、
た
だ
い
ま
御
布
席
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
択
話
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

日
程
第
二

0
議
長
（
笠
田
七
術
君
）

〇
雌
長
（
笠
田
七
術
社
）

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

m必
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
御
舒
席
の
と
お
り
変
更
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

本
臨
時
会
の
会
議
録
恕
名
油
且
は
、
渡
部
議
且
、
前
川
宗
雄
諮
且
に
お
廂
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

次
に
、

U
肛
が
三
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
韮
題
と
い
た
し
ま
T

C

今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
m
心
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
誠
あ
り
き
せ
ん
か
。

〇
躁
屁
（
笠
田
七
術
店
）

〔
「
異
謡
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

陣
媒
雌
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〇
雌
及
（
笠
田
七
術
店
）

次
に
、

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
は
、
今
回
仰
当
選
に
な
り
ま
し
た
伊
藤
金
一
君
を
総
務
術
生
常
任
委
員
に
、
伊
藤
信
一
君
を
教
育
民

生
常
任
委
且
に
、
口
十
川
正
夫
社
を
迩
棠
水
迅
霜
任
姿
且
に
、
山
本
勝
店
を
建
設
常
任
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
仰
批
雌
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
雌
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

仰
111
人
蔽
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

次
に
、

日
程
ル
四
、
四
日
市
市
蔽
会
常
任
委
共
会
委
且
の
送
任
を
行
な
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
四
人
の
諸
君
を
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委

褪
璽
二
二
号
昭
和
―

l-
＋
九
祖
醤
日
市
市
一
般
会
計
決
狂
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い
て

日
肛
才
五
、
昭
和
三
十
九
年
庶
四
日
市
市
一
般
会
計
決
尊
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
出
席
諾
員
け
、
三
十
六
名
で
あ
り
ま
す
。
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以
上
の
意
見
を
付
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

て
を
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
対
す
る
決
鉢
特
別
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

高
橋
誤
且
。

〔
決
算
特
別
委
且
会
委
且
長
（
高
橋
伊
祐
君
）
登
坦
〕

0
決
算
特
別
委
且
会
委
且
長
（
甜
橋
伊
祐
君
）

り
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
鹿
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
審
査
の
経
過
と
結
呆
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
件
は
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
定
例
市
謡
会
に
お
い
て
誤
案
才
百
十
二
号
を
も
っ
て
上
程
さ
れ
、
委
員
ナ
ニ
名
を
も
っ
て
構
成
す
る
決

仰
特
別
姿
且
会
が
設
既
さ
れ
、
か
つ
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
当
委
且
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
各
位
す
で
に
御
承
知
の
と
お

さ
て
、
当
姿
且
会
は
、
去
る
二
月
十
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
り
ま
し
て
慎
重
な
審
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
審
査
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
監
査
姿
且
よ
り
監
査
の
意
見
並
び
に
副
収
入
役
か
ら
収
支
の
総
括
的
説
明
を
求
め
、
さ
ら
に
各
部
門
の
関
係
理
事
者
か
ら
詳

細
な
説
明
を
聴
取
し
、
予
卯
執
行
上
の
妥
当
性
、
そ
の
行
政
効
呆
並
び
に
執
行
上
あ
ら
わ
れ
た
不
用
額
等
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
、

特
に
韮
要
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
野
、
庄
司
両
助
役
の
出
席
を
求
め
、
晦
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

総
括
し
て
各
会

Ut
の
執
行
状
況
を
み
ま
す
る
と
、
政
入
に
お
き
ま
し
て
政
入
予
罪
現
額
六
十
低
九
千
五
百
八
十
万
円
、
収
入
済
額
六
十

一
低
二
千
二
百
十
万
二
千
八
百
八
十
円
で
あ
り
、
予
位
現
額
に
対
し
て
一0
0
•
四
％
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
出
予
符
現
額
六
十
低
九
千
五
百
八
十
万
円
、
支
出
済
額
五
十
六
低
二
千
六
百
四
十
六
万
二
千
四
百
八
十
三

円
で
あ
り
、
予
位
執
行
率
は
、
九
三
．

0
外
と
な
り
、
差
し
引
き
残
額
は
四
低
九
千
五
百
六
十
四
万
三
百
九
十
七
円
と
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
総
り
越
し
明
許
致
総
り
越
し
額
及
び
事
故
採
り
越
し
額
財
源
の
計
一
低
二
千
四
百
十
一
万
八
千
三
百
六
十
七
円
が
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
泣
し
引
さ
ま
し
た
三
低
七
千
百
五
十
二
万
二
千
―
―
-
＋
円
が
実
烈
剰
余
金
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
実
質
剰
余
金
の
中

に
は
、
支
払
い
恥
り
延
ペ
ー
低
九
千
六
百
六
万
七
千
ii
百
十
一
円
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
版
保
険
会
計
に
お
い
て
、
七
十
六
万
四
千
二
百
二
十
九
円
の
赤
字
を
生
じ
て
お
り
ま
す
の
は
、
国
の
負
担
金
算
定
基
礎

の
臥
井
に
よ
り
ま
し
て
、
国
血
共
担
金
に
お
い
て
収
入
に
不
足
を
生
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
よ
り
勘
案
し
て
、
本
決
位
を
総
体
的
に
み
ま
す
と
き
、
収
入
の
砿
保
に
努
力
が
払
わ
れ
、
引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
し
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
去
且
会
は
、
監
森
姿
共
の
帝
ナ
ヰ
意
Jl
を
将
来
の
財
政
計
画
並
び
に
巡
営
の
た
め
妥
当
な
内
容
と
認
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
当
委
員

会
と
し
て
昭
和
三
十
九
年
・
鹿
決
符
に
つ
い
て
留
底
す
ぺ
き
点
と
し
て
、
次
の
と
お
り
滋
見
を
付
し
て
こ
れ
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

す
な
わ
ち
一
、
予
位
の
執
行
に
際
し
、
こ
れ
を
弾
力
的
に
巡
用
し
、
行
政
の
円
滑
化
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
今
後
十
分
検
討
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
予
備
伐
の
充
川
に
つ
い
て
は
、
監
在
委
共
の
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、
そ
の
迎
用
に
関
し
て
十
分
配
殿
さ
れ
る
こ
と
。
一
、
各
事

菜
の
計
圃
的
執
行
と
事
棠
の
松
り
越
し
に
つ
い
て
は
、
単
に
そ
の
年
庇
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
年
底
に
も
韮
大
な
る
影
春
を
及
ぼ
す
も
の
で

あ
り
、

一
悩
の
研
究
を
瓜
ね
ら
れ
、
よ
り
効
栄
的
な
巡
用
を
は
か
ら
れ
る
こ
と
。

一
、
語
会
館
の
建
設
、
体
育
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は

将
来
計
画
の
樹
立
を
み
た
と
い
え
ど
も
、
そ
の
共
視
化
に
は
、
な
お
日
時
を
要
す
る
現
段
階
に
お
い
て
は
、
既
存
の
施
設
を
活
用
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
船
備
充
尖
を
批
さ
ざ
り
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
合
理
的
な
活
用
に
つ
と
め
ら
れ
る
こ
と
。
一
、
市
営
魚
市
場
会
計
に
つ
い

て
は
、
当
初
計
画
さ
れ
た
払
地
の
整
伽
は
巡
ま
ず
、
そ
の
見
通
し
に
は
暗
い
も
の
が
あ
り
、
関
係
機
関
と
十
分
協
誤
を
重
ね
、
抜
本
的
対

策
を
樹
立
し
、
円
消
な
る
巡
営
を
期
せ
ら
れ
る
こ
と
。
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な
わ
れ
る
よ
う
没
氾
い
た
し
出
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
特
に
毀
疑
並
び
に
意
見
の
あ
り
ま
し
た
諸
点
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会

計
歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
税
に
つ
き
ま
し
て
、
当
初
予
位
の
計
上
額
と
補
正
額
と
の
間
に
余
り
に
も
差
異
が
あ
り
、
含
み
予
算
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
須
疑
が
あ
り
、
予
算
編
成
時
期
に
お
い
て
は
、
金
融
引
き
締
め
政
策
に
よ
る
経
済
界
の
不
況
が
想
定
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
結
呆
と
し
て
石
油
化
学
、
繊
維
業
界
の
企
業
収
益
が
予
想
に
反
し
て
好
況
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
含
み
予
＃
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
理
事
者
の
説
明
を
了
と
い
た
し
ま
し
た
。

使
用
料
及
び
手
数
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
営
住
宅
の
使
用
料
未
収
金
に
つ
い
て
致
疑
が
あ
り
、

こ
の
対
策
と
し
て
徴
収
員
制
度
を
採

用
し
、
四
十
年
底
に
お
い
て
泊
々
と
そ
の
成
呆
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
旨
の
説
明
を
了
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
住
宅
に
関
す
る
悩

み
は
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
現
状
に
即
応
す
る
た
め
入
届
只
格
を
よ
り
厳
格
に
す
る
等
、
低
所
得
者
層
の
住
宅
対
策

の
遂
行
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
強
く
炎
望
い
た
し
ま
し
た
。

採
り
入
れ
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
競
輪
事
業
収
入
の
使
途
に
つ
い
て
論
四
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
重
点
的
な
施
設
の
建

設
等
の
た
め
に
執
行
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
窓
兄
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
政
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
紡
費
に
つ
き
ま
し
て
、
姐
話
の
自
動
化
、
ク
コ
メ
ー
ク
—
の
据
え
つ
け
等
に
伴
う
行
政
効
果
に
つ

い
て
、
一
ま
た
財
庄
竹
四
に
お
け
る
利
子
の

ii上
方
法
等
に
つ
い
て
致
疑
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
住
居
腔
備
事
業
の
実
施
に
伴
う
区
域
内
の

行
政
に
、
つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
尖
施
が
日
な
お
没
い
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
通
学
区
城
、
選
挙
投
票
区
域
等
を
含
め
た
統
一
的
な
行
政
区

城
と
し
て
の
活
助
を
指
導
さ
れ
る
よ
う
炭
望
い
た
し
ま
し
た
。

民
生
伐
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
総
括
に
お
い
て
申
し
述
ぺ
ま
し
た
諸
施
設
の
絶
俯
に
つ
い
て
論
謡
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

術
生
伐
に
つ
い
て
は
、
特
に
精
抽
部
門
に
つ
い
て
論
迎
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
現
在
の
機
構
、

或
伽
で
は
す
で
に
限
底
に
述
し
て
お
り
、
本
事
染
に
対
し
て
さ
ら
に
格
段
の
熱
臨
と
配
瓜
を
も
っ
て
望
ま
れ
る
よ
う
特
に
強
い
要
望
が
あ

ー

1
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り
ま
し
た
。

此
林
水
庄
染
伐
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
林
逍
の
述
設
事
深
に
つ
い
て
蚊
疑
が
あ
り
、
市
の
追
路
計
画
と
マ
ッ
チ
し
た
総
合
的
な
計
画
に
よ

っ
て
、
よ
り
行
政
効
米
な
勅
め
ら
れ
る
よ
う
要
虫
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
水
庄
棠
妓
に
お
き
ま
し
て
、
先
ほ
ど
総
括
に
お
い
て
申
し
述
ペ

ま
し
た
ご
と
く
、
魚
市
励
の
視
状
に
つ
い
て
論
昭
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

蔽
工
伐
に
つ
い
て
は
、
商
工
業
振
典
伐
に
お
け
る
不
用
額
一
千
余
万
円
に
つ
い
て
残
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
設
備
近
代

化
の
貸
し
付
け
金
及
び
防
災
街
区
辿
成
糾
合
貸
し
付
け
金
が
、
い
ず
れ
も
迩
業
界
の
不
況
に
よ
り
予
定
の
貸
し
付
け
を
要
し
な
か
っ
た
と

い
う
應
忍
の
説
明
を
了
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
不
況
に
よ
る
中
小
企
棠
者
の
悩
み
は
予
想
以
上
に
深
細
な
も
の
が
あ
り
、
適
確
な

る
施
策
と
行
政
指
朴
を
も
っ
て
中
小
企
染
の
助
虻
と
行
成
に
つ
と
め
ら
れ
る
よ
う
淡
堕
い
た
し
ま
し
た
。

土
木
致
に
つ
さ
ま
し
て
は
、

iii営
住
毛
の
竹
迎
状
況
、
事
業
緑
り
越
し
の
剋
由
等
に
つ
い
て
弧
疑
が
あ
り
ま
し
た
ほ
か
、
発
展
す
る
本

市
の
財
庄
管
咄
上
丑
面
事
肋
に
閲
す
る
機
構
の
賂
仙
に
つ
い
て
滋
品
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
乳
に
お
さ
ま
し
て
は
、
泊
防
自
助
単
購
入
に
伴
う
入
札
必
金
に
つ
い
て
、
地
元
寄
付
金
に
対
し
て
遠
元
の
方
途
を
と
る
ぺ
き
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
防
火
水
伯
の
珀
強
、
初
期
防
火
の
た
め
の
節
品
な
泊
火
機
材
の
益
仙
な
ど
、
予
防
対
策
に
つ
い
て
適
切
な
行
政
指
導
を
行

屑
伐
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
主
と
し
て
紺
川
伐
に
つ
い
て
論
幽
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
伽
品
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
具
調
査

に
よ
り
年
次
計
圃
を
も
っ
て
災
施
し
、
捕
修
、
修
紐
等
に
つ
い
て
も
早
期
に
央
施
し
て
い
き
た
い
旨
の
説
明
を
了
と
し
た
ほ
か
、
公
民
館

の
巡
営
に
つ
い
て
、
批
在
の
社
会
情
粉
に
対
応
す
る
新
し
い
対
策
を
目
下
検
討
中
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
特
別
公
計
に
お
さ
ま
し
て
は
、
公
益
伐
松
会
計
に
つ
い
て
、
公
益
傾
屋
の
将
来
の
助
向
に
関
し
、
虹
疑
が
あ
り
、
社
会
情
勢
、

利
屈
サ
勘
案
し
て
乱
在
は
邸
止
す
る
劣
え
は
な
い
と
の
迎
事
者
の
説
明
を
了
と
い
た
し
ま
し
た
。
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こ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

日
比
踊
且
。

お
答
え
巾
し
上
げ
ま
す
。
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1
、

以
上
の
経
過
を
も
ち
ま
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
決
尊
並
び
に
各
特
別
会
計
等
決
算
を
認
定
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
理
事
者
の
良
識
の
い
た
す
と
こ
る
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
他
面
監
査
委
且
各
位
が
例
月
検
査
に
お
い
て
厳
重
な
る
検

査
を
執
行
さ
れ
る
と
と
も
に
日
常
支
出
事
謗
に
適
切
な
る
御
指
醇
を
賜
わ
り
ま
し
た
証
左
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
決
算
を
審
査
い
た
だ

き
ま
し
た
監
査
委
且
各
位
の
労
苦
に
対
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
決
仰
の
効
用
を
十
分
に
あ
ら
し
め
、
行
政
効
呆
を
確
認
す
る
上
か
ら
も
、
今
後
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
議
会
の
認
定
に
付
さ

0
昭
長
（
笠
田
七
術
君
）

れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
ま
し
て
、
本
委
且
会
の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

委
且
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
仰
傾
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
を
願
い
ま
す
。

n
日
比
義
乎
君
登
埴
〕

0
日
比
義
乎
岩

た
だ
い
ま
の
姿
且
屁
の
卯
救
告
に
よ
り
ま
し
て
、
三
十
九
年
底
の
予
牲
が
健
全
財
政
を
守
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
お
開

き
い
た
し
ま
し
て
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
あ
る
と
、

か
よ
う
に
存
ず
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
二
点
ば
か
り
委
且
此
に
お
琺
ね
を
い
た
し
た
い
。
あ
る
い
は
、
関
係
の
部
長
か
ら
お
答
え
い
た
だ
い
て
も
け
っ

四
ペ
ー
ジ
に
古
い
て
ご
ざ
い
ま
す
6

こ
の
予
竹
か
を
認
定
す
る
う
え
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
付
し
ま
し
た
と
、
そ
の
う
ち
の
オ
四

ペ
ー
ジ
に
「
市
営
焦
市
揚
会
計
に
つ
い
て
は
、
当
初

at回
さ
れ
た
茄
地
の
坐
備
は
進
ま
ず
、
そ
の
見
通
し
に
は
暗
い
も
の
が
あ
り
、
関
係

機
関
と
十
分
協
践
を
孤
ね
、
抜
本
的
対
策
を
材
立
し
、
円
沿
な
る
巡
営
を
期
せ
ら
れ
る
こ
と
」
と
杏
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、

体
的
に
お
圃
か
せ
を
狐
い
た
い
、

か
よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
次
は
、
こ
れ
は
希
望
条
件
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
帝
躁
の
過
租
に
お
き
ま
し
て
、
次
の
よ
う
な
意
見
も
出
た
と
い
う
ふ

う
に
古
い
て
ご
ざ
い
ま
す
中
に
、
オ
五
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
、

の
末
尾
の
ほ
う
に
「
遥
学
区
城
、
選
挙
投
票
区
城
等
を
含
め
た
統
一
的

な
行
政
区
城
と
し
て
の
活
助
を
指
芯
さ
れ
る
よ
う
淡
望
い
た
し
ま
し
た
」
と
む
い
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
い
ま
少
じ
具
体
的
な
御
説

明
を
い
た
だ
け
れ
ば
し
あ
わ
せ
だ
と
、
か
ょ
う
に
労
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

を
打
聴
い
た
し
た
い
と
、
か
よ
う
に
考
え
ま
す
。

〇
筑
此
（
笠
田
七
術
沿
）

〔
庄
菜
部
是
（
芝
田
敬
太
郎
社
）
．
屈
丑
逗
〕

〇
庄
栗
部
此
（
芝
田
敬
太
郎
店
）

い
ま
少
し
具

以
上
二
点
を
、
委
且
長
で
も
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
担
当
の
部
長
で
も
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
少
し
詳
し
い
御
説
明

オ
ー
点
の
仰
指
摘
を
い
た
だ
さ
ま
し
た
市
営
魚
市
扮
凹
係
に
つ
き
ま
し
て
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
は
、
こ
の
間
お
開
き

を
い
た
だ
さ
ま
し
た
決
仰
姿
共
会
に
お
さ
ま
し
て
も
、
御
臨
見
を
狐
菰
賜
わ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
御
指
摘
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
よ
う
に
、
当
初
計
圃
さ
れ
た
茄
地
の
並
仙
は
進
ん
で
お
ら
な
い
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ご
ら
ん
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
に
五
万
二
千
坪
の
辿
洋
訛
棠
基
地
が
迎
め
立
て
ら
れ
ま
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
市
営
魚
市
場
は
昭
和
ー
―
-
＋
七
年
の

三
月
に
開
設
を
い
た
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
、
年
皿
約
＿
＿
＿
十
七
、
八
後
の
小
割
樵
船
、
い
わ
ゆ
る
丑
録
外
の
樵
船
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
ト
ン
末
満
三
十
九
ト
ン
型
の
マ
グ

ロ
樵
船
が
入
泄
い
た
し
ま
し
て
、
辿
洋
も
の
の
水
妙
げ
は
八
千
か
ら
約
一
低
円
を
数
え
て
お
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
近
に
至
り
ま

し
て
、
も
ち
る
ん
マ
グ
品
只
源
の
枯
氾
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四

u市
魚
市
揚
に
入
り
ま
す
速
洋
漁
船
が
敬
減
を
い
た
し
ま
し
た
。

三
十
九
年
底
に
お
さ
ま
し
て
は
、
沢
料
に
も
担
城
い
た
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
三
十
一
災
の
樵
船
が
入
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
近

の
状
況
と
い
い
ま
す
も
の
は
さ
わ
め
て
少
な
く
、
非
席
に
迪
洋
砧
地
と
し
て
の
姿
は
低
下
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
十
九
年

I
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ま
た
、
通
学
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
来
、
遥
学
区
域
の
審
躁
会
に
お
き
ま
し
て
い
ろ
い
る
と
御
審
誤
い
た
だ
き
ま
し
て
、
調
整
に

っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

の
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
御
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
ど
も
も
反
省
を
い
た
し
ま
す
と
、
住
届
表
示
の
み
が
先
走
っ
た
よ
う
な
感
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
間
、
通
学
区
城
の
問
題
と
か
、

ま
た
、
迅
挙
の
投
漿
区
、
ま
た
、
出
張
所
の
所
管
区
城
こ
う
い
っ
た
点
に
お
い
て
お
く
れ
て
お
り
ま
し
て
、
十
分
で
な
い
と
い
う
こ
と
を

痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
と
か
、
ま
た
、
い
る
ん
な
会
合
等
を
利
用
い
た
し
ま
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
こ
う
い

こ
う
い
っ
た
と
こ
る
が
従
加
の
町
割
り
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

そ
の
間
、

統
一
的
な
行
政
区
画
と
し
て
の
指
導
に
選
憾
が
あ
る

し
か
し
、

住
屈
表
示
は
こ
の
よ
う
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
通
学
区
城
の
問
題
と
か
、

ま
た
、

選
挙
の
投
票
区
の
設
定

原
地
区
に
お
い
て
尖
施
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

橋
北
、
海
蔵
地
区
の
1

部
に
住
屈
表
示
を
尖
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
底
に
つ
き
ま
し
て
は
御
承
知
の
と
お
り
富
田
、

富
洲

0
総
初
部
此

（
乎
井
梢
三
社
）

た
だ
い
ま
の
オ
ニ
点
の
御
傾
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

〔
総
務
部
長

（
乎
井
梢
三
囚
）

丑
岨
〕

〇
眠
此

（
笠
田
七
術
囚
）

総
務
部
長
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
。

う
と
、

の
時
点
に
お
き
ま
し
て
、
あ
の
埋
め
立
て
地
五
万
二
千
坪
に
対
し
ま
し
て
の
開
発
計
画
等
が
県
に
お
い
て
御
検
討
い
た
だ
き
、
私
ど
も
、

県
、
尾
駕
、
四
日
市
が
加
入
い
た
し
て
お
り
ま
す
三
重
県
迭
洋
漁
業
基
地
整
備
促
進
協
誰
会
を
通
じ
ま
し
て
、
こ
の
基
地
の
早
急
活
用
に

つ
い
て
の
計
画
、
協
眠
を
し
て
ま
い
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
三
十
九
年
の
九
月
、
二
十
号
台
風
に
よ
り
ま
し
て
防

波
壁
と
い
う
ふ
う
に
称
し
て
お
り
ま
す
あ
の
コ
ン
ク
リ
ー
の
波
ど
め
の
壁
が
倒
誤
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
護

岸
が
痛
み
ま
し
た
等
か
ら
、
こ
の
基
地
盗
備
を
ま
た
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
状
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
ま

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

せ
っ
か
く
計
画
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
あ
す
こ
の
配
分
計
画
、
関
連
産
業
の
誘
致
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
も

ち
る
ん
各
地
の
業
界
か
ら
あ
す
こ
に
進
出
の
申
し
込
み
が
非
常
に
あ
の
五
万
二
千
坪
を
上
回
る
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ

の
二
十
号
台
風
と
い
う
の
は
そ
う
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
、
私
ど
も
振
り
返
っ
て
考
え
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
す
ら
波

が
上
が
り
防
波
槌
が
倒
れ
る
よ
う
な
あ
の
現
状
で
は
、
な
か
な
か
あ
す
こ
へ
進
出
を
決
意
す
る
業
界
が
少
な
く
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
に
お
き
ま
し
て
は
、
あ
れ
を
早
急
も
と
の
姿
以
上
の
も
の
に
し
、
関
連
産
業
の
誘
致
を
あ
す
こ
へ
は
か
る

こ
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
き
わ
め
て
机
上
の
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
に
お
き
ま
し
て
現
在
も
っ
て
お
り
ま
す
あ
そ
こ
の
整
備
計
画
の
中
で
、
年
間

十
二
万
三
千
ト
ン
の
水
扱
げ
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
れ
は
あ
そ
こ
を
食
品
の
基
地
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
の
も
と
に
関
係
の
と
こ

る
で
練
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
実
現
を
い
た
し
ま
す
の
に
は
、
あ
そ
こ
の
前
面
海
城
の
問
題
が
大
き
な
問

題
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
あ
の
五
万
二
千
坪
が
い
か
に
盗
備
を
さ
れ
ま
し
て
も
、
ご
ら
ん
の
よ
う
に
前
が
あ
の
姿
で
あ
り
ま
し

た
掲
合
に
は
、
辿
洋
漁
船
の
接
岸
等
が
非
常
に
支
諒
が
ご
ざ
い
ま
す
。
水
揚
げ
に
至
り
ま
し
て
も
支
障
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
前
面
埋
め
立
て
計
画
と
述
絡
と
い
い
ま
す
か
、
相
ま
っ
て
あ
そ
こ
の
基
地
の
遊
備
が
は
か
ら
れ
る
も
の
だ
と
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り

な
お
、
現
在
市
営
魚
市
掲
の
業
禎
低
下
の
大
き
な
理
由
は
そ
，
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
あ
そ
こ
の
荷
受
け
機
関
に
お
き
ま
し
て
も
幾

分
問
題
点
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
県
・
市
と
相
談
を
い
た
し
ま
し
て
、
市
に
お
い
て
再
建
に
つ
い
て
の
指
示
を
与
'

え
て
ま
い
り
た
い
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
た
よ
う
な
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
三
十
七
年
鹿
以
来
、

旧
市

-c2/- -,20-



0
決
＃
特
別
姿
且
会
姿
此
長
（
秘
橋
伊
祐
氾
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

当
た
ら
れ
て
お
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

い
ま
直
ち
に
実
施
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
も
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
新
し
い
住
居
表
示
に
従
っ
た
理
想
的
な
形
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

0
議
長
（
笠
田
七
術
君
）

〔
日
比
義
乎
君
登
坦
〕

0
日
比
義
乎
君

不
十
分
で
ど
う
し
て
も
し
ょ
う
な
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
開
こ
え
ま
す
。
ま
た
、

魚
市
揚
の
問
題
に
対
す
る
部
長
の
御
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
大
体
あ
そ
こ
の
甚
地
の
位
置
が
現
在
の
ま
ま
で
は
整
備
が

一
方
、
荷
受
け
機
関
に
も
多
少
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ

う
な
お
話
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
あ
そ
こ

ゆ
え
ん
の
も
の
は
で
す
、
南
部
方
面
は
か
な
り
発
展
を
し
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
部
地
区
が
や
や
も
す
れ
ば
握
き
去
り
に
な
っ

て
お
る
と
。
そ
れ
で
は
い
か
ん
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
も
っ
て
、
立
田
、
富
洲
原
の
幸
い
固
有
の
漁
業
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
を
救
済
す
る
意
味
も
あ
り
、

と
け
ん
か
を
い
た
し
ま
し
て
、
カ
ツ
オ
は
尾
鷲
に
取
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

の
熱
意
と
い
い
ま
す
か
、

当
初
の
目
的
を
思
い
ま
す
と
、
ど
う
も
い
る
い
る
地
形
の
閲
係
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
魚
市
場
の
振
興
に
対
す
る
市
の
理
事
者

ど
う
も
足
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
問
題
は
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
少

し
熱
意
を
も
っ
て
理
事
者
は
当
た
ら
る
る
ぺ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
か
よ
う
に
考
え
ま
す
の
で
、

オ
ニ
点
の
通
学
区
城
、
送
挙
投
梨
区
域
等
に
対
す
る
総
務
部
艮
の
師
説
明
は
わ
か
り
ま
す
°
総
務
部
長
も
言
う
て
お
る
よ
う
に
、
ど
う

も
住
屈
表
示
だ
け
が
先
走
っ
て
、
他
の
も
の
が
並
行
い
た
し
て
お
ら
ぬ
と
い
う
き
ら
い
が
十
分
あ
る
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
0

住
居

一
方
、
通
学
区
域
の
問
頌
に
関
し
ま
し
て
も
審
誤
会
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
両
咄
雌
会
が
何
ら
市
役
所
の
審
躁
会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
横
の
辿
絡
を
取
ら
ず
に
、
ど
ん
ど
ん
お
か
ま
い
な
し
に
進

ん
で
い
く
と
い
う
と
こ
る
に
非
常
に
地
区
と
し
て
の
不
泌
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
審
眠
会
等
は
横
の
連
絡
を
十
分
に
取
っ
て
こ

う
い
う
も
の
は
災
施
い
た
し
て
い
さ
ま
せ
ん
と
、

で
き
る
も
の
が
で
さ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
心
配
い
た
し
ま
す
の
で
先
ほ
ど
御
質
問

し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
総
務
部
此
の
御
答
弁
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
了
と
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
後
、
十
分
そ
う
い
う
横
の

述
絡
を
取
り
つ
つ
地
区
民
も
納
得
し
て
帝
疵
会
の
＇
泣
見
に
従
い
う
る
よ
う
な
ム
ー
ド
を
つ
く
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
せ
ん
と
、

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
息
い
を
い
た
し
士
ナ
の
で
、
特
に
こ
れ
も
御
要
望
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

〇
踊
北
（
笠
田
七
衛
社
）

〔
錦
安
吉
社
社
坦
〕

〇
錦
安
吉
氾

ま
た
、
訂
田
、
宜
洲
原
の
発
展
を
そ
れ
を
機
会
に
は
か
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
も
っ
て
ず
い
ぶ
ん
尾
鷲

委
jlIi
報
街
の
と
こ
る
で
少
し
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

・
一
言
御
注
文
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い

で
き
る
も
の

お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
ペ
ー
ジ
の
と
こ
る
で
す
が
、
総
括
し
て
各
会
計
の
執
行
状
況
を
御
報
告
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
歳
入
に
お
き
ま
し
て
歳

入
予
卯
視
額
が
六
十
低
九
千
岳
u
八
十
万
円
、
収
入
済
額
六
十
一
低
二
千
二
百
十
万
二
千
八
百
八
十
円
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
総
括
し
た
数

字
で
御
報
佐
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
る
が
、
こ
れ
を
一
般
会
計
だ
け
に
見
た
楊
合
に
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
る
か
、
ま
た
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
仰
認
定
に
な
り
ま
し
た
か
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
ひ
と
つ
御
報
告
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

〇
踊
此
（
笠
田
七
術
店
）
秘
柚
妥
且
必
゜

〔
決
鉢
特
別
姿
且
会
委
共
虻
（
商
橋
伊
祐
右
）
狂
坦
〕

錦

賛

。

表
示
に
対
し
ま
し
て
は
、
審
眠
会
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
。

日
比
誤
且
。

マ
グ
ロ
は
店
洲
原
港
へ
話
致
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

思
い
出
し
ま
す
と
速
洋
漁
業
基
地
を
誘
致
し
た

-c23- -c2o2-



〇
躁
虻
豆
田
七
術
右
）

〇
踊
此
（
笠
田
七
術
北
）

休
俎
前
に
引
さ
紐
さ
、

会
踊
を
開
き
ま
す
。

竹
助
、
休
忍
い
た
し
ま
す
。
休
紐
時
間
は
十
分
間
。

午
扱
三
時
再
開

午
後
二
時
四
十
力
分
休
憩

ま
た
将
米
の
お
劣
に
も
な
る
か
と
Il
心
い
ま
す
か
ら
し
て
、

一
応
ひ
と
つ
仰
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
、
決
位
姿
共
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

錦
蹄
且
。

ん
の
や
な
い
か
」
、

こ
の
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
ち
よ
っ
と
よ
う
説
明
を
し
か
ね
ま
す
の
で
、
総
務
部
長
か
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
一
生
懸
命
や
っ
て
何
し
と
っ
た
の
や
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

〇
弱
長
（
笠
田
七
術
君
）

総
務
部
長
。

〔
総
務
部
長
（
乎
井
惰
三
君
）
登
坦
〕

0
総
栢
部
長
（
乎
井
精
三
岩
）

ヵ『1
「
i

（
「
審
査
し
て
お
ら

た
だ
い
ま
の
御
弧
閲
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
監
査
委
且
の
ほ
う
か
ら
出
て
お
り
ま
す
決
位
審
査
の
意
見
書

の
ち
ょ
う
ど
ま
ん
中
に
放
色
い
は
さ
み
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
三
枚
目
の
と
こ
ろ
「
一
般
会
計
歳
入
歳
出
款
別
一
覧
表
」
と
い

う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
左
側
の
「
歳
入
」
の
項
に
一
般
会
計
の
各
款
別
の
予
算
額
並
び
に
収
入
済
額
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
予
算
現
額

に
対
す
る
割
合
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
御
承
知
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
揺
長
（
笠
田
七
衛
岩
）

〔
錦
安
吉
君
登
泣
〕

〇
錦
安
吉
君

（
発
言
す
る
者
あ
り
）

総
務
部
長
か
ら
お
救
え
を
い
た
だ
さ
ま
し
た
が
、
総
務
部
長
は
決
罪
を
審
査
す
る
臨
会
の
委
員
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で

こ
れ
は
答
弁
に
な
ら
ぬ
と
息
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
あ
参
考
に
間
か
し
て
も
ら
う
こ
と
は
け
っ
こ
う
で
す
。
～

で
、
つ
い
で
に
ひ
と
つ
総
幼
部
品
に
、
つ
い
て
で
す
か
ら
参
考
に
ひ
と
つ
お
答
え
い
た
だ
け
ば
け
っ
こ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
委
且
長
報
告
で
「
本
決
坑
を
総
体
的
に
み
ま
す
と
き
、
収
入
の
確
保
に
努
力
が
払
わ
れ
‘
引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
、

か
よ
う
に
報
伯
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
十
九
年
庶
の
子
狂
に
は
政
入
を
上
回
る
と
こ
る
の
歳
出
と
申
し
ま
す
る
か
、
実
質
の
四
日
市
市
の
収
入
を
上
回
る

と
こ
る
の
支
出
が
あ
る
わ
け
0

つ
ま
り
そ
の
不
足
金
は
市
似
を
起
こ
し
た
、
起
偵
に
よ
っ
て
お
る
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
わ
れ
わ
れ
が
か

つ
て
こ
の
雌
会
に
お
い
て
も
蔽
臨
を
い
た
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
姑
金
の
取
り
ら
く
ず
し
を
し
て
お
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。

総
入
金
」
と
い
う
と
こ
る
で
「
一
甚
金
総
入
金
一
低
四
千
四
百
六
十
七
万
二
千
円
」
と
い
う
の
が
、
こ
れ
は
そ
の
と
も
か
く
調
整
基
金
で

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
し
て
、
こ
れ
を
取
り
く
ず
し
た
、
こ
れ
か
ら
緑
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
う
い
う
場
合
で
す
か
ら
し
て

や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
う
か
と
息
い
、
ま
た
、
私
ど
も
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
過
去
の
昭
会
に
お
き
ま
し
て
も
承
認
を
し
て
き
て
お
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
た
だ
し
そ
の
島
合
に
は
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
茄
金
を
緑
り
入
れ
て
支
出
に
当
て
な
け
り
ゃ
な
ら
ぬ
と

い
う
こ
と
は
、
は
な
は
だ
追
憾
で
あ
る
。
市
の
財
政
も
そ
こ
ま
で
西
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ん
こ
と
も
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
い
う
楊
合
の
た
め
に
姑
金
を
成
け
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

「
他
仝
財
政
を
糾
持
し
た
も
の
と
認
め
」
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
ま
す
る
が
、
そ
う
い
う
点

で
私
は
い
さ
さ
か
比
鮒
を
異
に
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
仰
村
踊
あ
っ
た
か
、
仰
寓
蔽
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
御
審
蔽
あ
っ
た
も
の
か
、

を
、
ひ
と
つ
仰
Jt
妍
な
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
参
光
に
ひ
と
つ
承
っ
て
お
き
た
い
、

ま
た
は
な
か
っ
た
か
。
こ

れ
は
公
共
会
の
方
に
は
も
う
あ
の
と
お
り
で
答
え
ら
れ
ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
ま
す
か
ら
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
が
、
参
考
に
総
務
部
長

か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
っ
て
も
こ
れ
は
他
全
財
政
だ
と
い
っ
て
大
き
な
頻
を
し
て
通
る
だ
ろ
う
か
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

か
よ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が

（
「
謡
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
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り
）
さ
れ
ん
こ
と
を
炭
望
を
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

前
川
躁
且
゜

か
よ
う
な
滋
味
か
ら
、
救
有
長
は
放
府
審
雌
会
の
意
屈
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
、
ま
た
、
そ
の
発
表
を
い
た
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
一
応
地
元
と
い
た
し
ま
し
て
お
妙
ね
を
い
た
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

か
よ
う
な
意
味
か
ら
（
「
お
か
し
い
ぞ
、
決
坑
姿
且
会
の

．．．． 
」、

い
る
と
御
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
特
に
私
は
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
総
務
部
長
の
今
後
の
努
力
と
、
教
育
委
員
長
の
今
後
の
こ

の
点
に
つ
い
て
の
御
配
瓜
を
十
分
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
地
元
の
納
得
す
る
よ
う
に
努
力
（
西
g
長
、
し
っ
か
り
せ
い
よ
」
と
呼
ぶ
者
あ

〇
誤
長
（
笠
田
七
術
囚
）

て
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
一
般
弧
間
じ
ゃ
な
い
ぞ
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
）
総
務
部
長
が
い
ろ

〔
決
＃
特
別
委
員
会
委
員
窟
谷
祐
一
君
）
登
坦
〕

0
決
鉗
特
別
委
且
会
委
且
（
藤
谷
祐
一
君
）

さ
い
ぜ
ん
の
錦
謡
且
か
ら
の
御
質
問
に
対
し
ま
し
て
、
当
時
、
私
ど
も
決
算
委
員
と
し
て

参
画
い
た
し
ま
し
て
い
る
い
ろ
審
躁
を
い
た
し
ま
し
た
0

御
心
配
に
な
っ
て
お
り
ま
す
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
十
分
審
議
は
尽
し
た
は
ず

事
務
局
の
作
り
ま
し
た
作
文
の
ニ
ュ
ー
ア
ン
ス
が
ど
う
叩
て
き
ま
し
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
そ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
緑
り
入
れ
金
の
一
低
三
千
万
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
財
政
の
伸
び
は
順
調
で
あ
り
、
し
か
も
財
政
連
用
が
非
常
に

よ
く
て
、
こ
れ
を
使
わ
な
く
て
す
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
使
い
ま
せ
ん
さ
ら
に
一
低
何
千
万
の
剌
余
金
が
で
き
ま
し
た
が
、
実
質
剰
余
金
が

で
き
た
場
合
は
、
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
二
分
の
一
の
秋
み
立
て
を
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
た
だ
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
条
例
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
粒
神
か
ら
つ
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
0

で
き
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
ん
で

す
と
。
し
か
し
、
考
え
方
に
よ
り
ま
し
て
む
し
る
そ
の
刹
余
金
を
秋
み
立
て
ず
に
、
そ
の
ま
ま
投
斑
を
し
た
ほ
う
が
む
し
ろ
将
来
に
非
常

た
だ
単
に
そ
れ
を
無
為
に
使
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い

に
効
呆
が
あ
る
と
み
た
か
ら
使
い
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
う
い
う
こ
と
を
確
認
の
う
え
、

〇
蒋
北
（
笠
田
七
衡
沿
）

加
藤
蔽
共
゜

私
ど
も
は
窃
査
し
貸
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
を
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
加
籐
定
刃
氾
狂
坦

u

日
比
雌
且
よ
り
い
る
い
る
抑
傾
間
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
総
務
部
長
か
ら
も
答
弁
が
あ
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
住
居
斃
備
事
業
か
ら
起
こ
る
通
学
区
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
当
委
且
会
の
方
々
の
お
廿
折
り
も
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
こ
に
直
科
は
持
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
へ
過
日
、
公
報
に
お

き
ま
し
て
四
十
二
年
庇
か
ら
尖
施
を
す
る
ん
だ
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
私
は
見
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
と
反
い
た
し
ま
し

て
委
員
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

OO
係
機
閃
そ
の
他
と
よ
く
話
し
合
っ
て
、
活
を
し
て
、
，
昭
和
四
十
二
年
四
月
完
全
実
施
を
す
る
よ
う
に

努
力
さ
れ
た
い
、

こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
-
‘
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
か
よ
う
な
意
味
か
ら
、
発
表
さ
れ
た
は
、
理
事
者
の
今
後

の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
は
地
区
民
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
発
表
し
な
い
前
に
委
員
会
の
意
思
を
十
分

に
把
拙
さ
れ
て
、
地
元

OO
係
住
民
の
皆
さ
ま
方
と
よ
く
話
し
合
い
を
進
め
つ
つ
そ
の
時
期
を
お
定
め
に
な
る
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え

私
も
関
係
地
区
に
あ
り
、
ま
た
、
私
が
批
も
関
係
深
い
近
く
の
地
区
に
住
屈
し
て
お
り
ま
す
関
係
上
、

ん
が
こ
の
叫
題
を
其
刻
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

こ
の
行
政
を
り
っ
ぱ
に
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、

（
「
築
抵
、
ど
う
し
て
お
る
の
や
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
）

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

,‘
 
，
 

_
 

0
加
藤
定
男
岩

錦
蔽
且
、
よ
る
し
い
か
。

（
錦
安
吉
君
、

う
な
ず
く
）

う
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

藤
谷
聡
只
。

い
ま
少
し
の
配
慮
が
あ
っ

い
ろ
い
ろ
と
地
区
住
民
の
皆
さ

-c.27- -,2,6-



先
ほ
ど
の
委
員
長
の
御
答
弁
で
は
、
ち
ょ
っ
と
私
も
び
っ
く
り
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

一
応
、
藤
谷
誨
貝
等
の
発

言
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
決
算
委
員
の
皆
さ
ん
は
わ
れ
わ
れ
の
意
思
を
代
表
し
ま
し
て
慎
重
に
御
審
議
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
細
部
に
わ
た

そ
こ
で
、
二
点
ば
か
り
意
見
も
入
れ
ま
し
て
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
オ
ー
点
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

算
誤
会
の
あ
り
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
会
の
場
合
に
は
、
市
長
の
急
逝
と
い
う
不
測
の
事
態
が
あ
り
ま
し
た
の
で
若
干
お
く
れ
た
点
は
、

こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
か
決
鉢
と
い
う
も
の
は
も
う
済
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
も
う
仕
方
が
な
い
ん
だ
と
、

こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す
。
少
な
く
と
も
過
去
に
行
な
わ

れ
た
と
こ
ろ
の
内
容
を
慎
直
に
審
謡
を
し
、
そ
こ
で
成
果
と
欠
陥
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
う
し
て
こ
の
次
の
査
科
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
態
庇
が
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
市
の
ほ
う
と
し
て
こ
の
決
算
を
早
く
議
会
に
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
の
お
考
え
を
聞
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
オ
ニ
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
錦
蔽
且
か
ら
も
健
全
財
政
と
い
う
考
え
方
が
甘
い
で
は
な
い
か
と
、

が
出
て
お
っ
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

題
で
あ
っ
て
、

ま
ず
決

こ
の
健
全
か
不
健
全
か
と
い
う
見
方
は
非
常
に
角
鹿
を
変
え
て
い
き
ま
す
と
い
う
と
複
雑
な
問

い
る
ん
な
滋
見
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
総
体
的
に
見
ま
し
て
、
や
は
り
四
日
市
の
ー
つ
の
特
色
と
で
も
い
い
ま
す
か
、

予
符
の
編
成
さ
ら
に
そ
れ
が
追
加
補
正
さ
れ
る
、
こ
の
過
程
を
歴
史
的
に
見
て
み
ま
す
と
い
う
と
、
毎
年
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ

れ
て
お
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
一
口
で
い
え
ば
や
は
り
甘
い
予
算
の
編
成
が
な
さ
れ
て
お
る
。
幸
い
に
し
て
石
油
化
学
、
繊

維
等
の
好
況
が
あ
る
、
と
い
う
古
か
れ
方
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
毎
年
で
す
ね
、
予
算
編
成
の
時
期
に
な
る
と
い
う
と
、
お
そ
ら

く
こ
の
次
の
三
月
に
も
同
じ
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
財
政
が
窮
迫
し
て
お
っ
て
な
か
な
か
見
通
し
が
暗

い
と
、

}
J

れ
が
当
初
の
理
事
者
の
答
え
で
あ
っ
て
、
出
て
く
る
も
の
は
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
結
呆
が
出
て
き
て
お
る
。

そ
の
証
拠
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
い
ま
の
錦
躁
且
が
指
摘
さ
れ
た
間
座
だ
け
で
は
な
し
に
、
細
部
に
わ
た
っ
て
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
当
初
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
決
打
委
且
の
方
々
が
慎
直
に
御
審
跛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
細
部
に
わ
た
っ
て
は
省
略
を
い
た
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
廿
い
予
位
編
成
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
聡
且
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
理
事
者
に
お
い
て

も
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
今
後
こ
の
よ
う
な
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
特
に
要
望
し
て
お
き
ま

す
。
以
上
。

三
十
九
年
庇
決
作
が
二
月
の
今
日
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
さ
せ
て
お
さ
ま
す
か
ら
、
決
符
委
且
会
の
ほ
う
に
も
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
泊
井
凸
一
沿
丑
填
〕

三
つ
仰
質
IUJ
し
た
い
と
息
っ
た
ん
で
す
が
、

た
い
へ
ん
お
そ
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
か
ぎ
り
こ
の
よ
う

あ
と
の
二
つ
は
、
公
宅
対
策
伐
に
不
川
額
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
理
由
で
生
じ
た
か
そ
の
御
説
明
を
願
い
た
い
と

い
う
こ
と
と
、
節
約
と
け
ち
と
は
別
だ
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ひ
と
つ
お
願
い
し
た
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
泊
防
関
係
で
す
が
、
泊
防
自
動
車
の
贈
入
に
伴
う
入
札
の
差
金
が
地
元
に
対
し
て
全
額
な
ぜ
遠
元
さ
れ
な
い
の
か
、
こ
の

〇
洒
井

g
-
社

洒
井
踊
且
。

〇
詔
虻
（
笠
田
七
術
沿
）

他
に
御
吸
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ー
つ
は
い
ま
市
長
が
答
え
に
な
っ
た
か
ら
や
め
ま
す
。

0
市
北
（
九
鬼
喜
久
刃
社
）

前
川
躁
ハ
の
貿
間
に
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
此

（
九
鬼
喜
久
拐
社
）
丑
埴
〕

〇
詔
此

（
笠
田
七
術
社
）

市
長
。

,
．
二
●
―
―
―
―
―
一
●
―
―
―
―
―
―
-
．

,

i

ー・
’9

こ
う
い
う
ふ
う
な
一
般
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

り
ま
し
て
は
了
解
を
い
た
し
ま
す
。

0
前
川
辰
男
君

〔
前
川
辰
男
君
登
填
〕

こ
う
い
う
意
見

-o29-
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cm防
必
（
竹
内
鉄
雄
社
）
丑
植
〕

〇
踊
此
（
笠
出
七
術
社
）

泊
防
此
゜

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
「
姿
且
会
と
本
会
臨
は
述
い
ま
す
よ
」
、

「
ち
ょ
っ
と
躁
事
を
監
理
し
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
。

尖
施
す
る
と
い
う
こ
と
を
尖
施
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

衛
生
部
長
。

〇
術
生
部
長
（
中
山
英
郎
君
）

公
害
対
策
費
の
不
用
額
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
決
拌
委
且
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
予
符
一
億
四
千
万
円
の
う
ち
比
率
が
多
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
私
並
び
に
公
害
対
策
昧
長
か
ら
相
当
こ
ま
か
い
答
弁
を
決
算
委
且
会
の
席
上
で
申
し
上
げ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
要
約
し
て
申
：

し
ま
す
と
、
三
十
九
年
庇
の
予
拝
の
編
成
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
、
ち
ょ
う
ど
時
あ
た
か
も
黒
川
調
査
団
が
ま
い
り
ま
し
て
、
中
間
の
、

答
申
菰
の
時
期
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
ま
の
、
現
在
時
点
の
要
請
と
少
し
状
況
が
異
な
り
ま
し
て
、
人
体

に
及
ぼ
す
影
響
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
ま
だ
五
里
霧
中
と
い
う
こ
と
は
少
し
オ
ー

バ
ー
な
い
い
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
ふ
う
な
追
い
つ
め
ら
れ
た
気
持
ち
で
市
長
以
下
そ
う
で
あ
っ

し
た
が
い
ま
し
て
、
予
符
組
成
直
前
に
お
き
ま
し
て
当
時
の
市
長
が
厚
生
大
臣
に
会
い
ま
し
て
国
の
手
だ
て
を
要
請
し
た
ん
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
も
こ
と
ば
が
悲
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
む
べ
な
く
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
情
勢
下
に
一
応
市
長
は
帰
り
ま
し
て
、
率

直
に
い
い
ま
し
て
つ
か
み
勘
定
で
一
千
万
円
の
臨
時
特
別
委
託
伐
と
い
う
名
目
で
当
初
に
予
位
計
上
さ
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
そ
の
じ
ぷ
ん
に
は
、
ち
ょ
う
ど
二
月
の
と
き
か
ら
磯
津
に
お
け
る
三
韮
大
学
の
摘
出
検
診
の
場
合
に
相
当
数
の
患
者
が
あ
る
と

い
う
ふ
う
な
情
努
下
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
人
命
将
孤
と
い
う
立
揚
か
ら
い
か
な
る
事
態
が
あ
っ
て
も
そ
れ
に
こ
た
え
る
よ
う
な

も
の
を
用
意
す
ぺ
き
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
判
断
の
も
と
に
そ
う
い
う
予
算
を
計
上
さ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
臨
時
的
に
よ
る
救
助
対
策
的

な
こ
と
の
予
備
伐
的
な
性
格
の
経
伐
で
、

し
て
は
、
三
十
九
年
股
は
市
独
自
で
も
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
る
程
庇
県
と
ク
イ
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
し
て
、
磯
津
の
患
者
の
た
し

か
延
ぺ
十
七
、
八
名
だ
と
息
い
ま
す
が
、
県
立
利
院
の
収
容
と
、
治
恢
と
い
う
こ
と
を
県
・
市
で
半
々
の
比
率
で
こ
れ
を
三
十
九
年
度
は

そ
れ
で
、
そ
う
い
う
時
点
に
お
さ
ま
し
て
視
在
火
施
し
て
お
り
ま
す
公
岩
認
定
尖
施
要
領
と
い
う
よ
う
な
決
心
も
、
ま
だ
そ
の
じ
ぶ
ん

い
ま
し
た
の
で
、
雌
＾
ム
で
も
巾
し
上
げ
た
と
息
い
ま
す
が
、

と
し
て
は
つ
い
て
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
、
せ
っ
か
く
そ
う
い
う
ふ
う
な
予
備
的
な
、
非
常
災
害
的
な
経
費
を
認
め
願

こ
れ
を
防
術
的
な
立
楊
か
ら
空
気
情
浄
器
九
十
二
台
の
約
小
学
校
半
数
五
割

の
屈
此
に
空
気
清
浄
器
市
版
の
も
の
を
入
れ
る
と
い
う
拍
趾
を
取
ら
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
（
「
委
且
会
と
違
う
ぞ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り

b

こ
と
が
お
も
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
医
奴
対
策
が
そ
れ
だ
け
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
'

そ
の
仙
発
甘
す
る
省
あ
り
）

〇
泊
防
杖
（
竹
内
鉄
雄
社
）

な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
予
算
を
計
上
し
お
認
め
願
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
実
の
姿
に
お
き
ま

泊
防
分
団
の
泊
防
自
動
車
を
購
入
い
た
す
掲
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
が
半
分
負
担
い
た
し
ま
し
て
、
地

元
が
半
分
寄
付
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
見
通
し
と
し
て
は
梢
防
自
助
車
は
二
百
万
円
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

の
且
安
で
、
市
の
久
担
分
の
百
万
円
を
矛
符
に
組
ん
で
お
り
ま
し
た
と
こ
る
が
、
央
際
の
入
札
の
結
呆
は
百
九
十
五
万
円
で
す
か
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
百
九
十
五
万
の
半
額
の
九
十
七
万
五
千
円
で
す
か
そ
れ
を
地
区
か
ら
寄
付
し
て
も
ら
い
ま
し
た
と
い
う
か
っ
：
こ
う
に

で
、
お
谷
ね
の
地
旨
は
、
そ
れ
ら
そ
の
五
万
円
だ
け
全
部
返
し
て
し
ま
え
と
い
う
ふ
う
に
受
け
取
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

た
と
恩
い
ま
す
。

0
議
長
（
笠
田
七
術
君
）

〔
衛
生
部
長
（
中
山
英
郎
君
）
登
滋
〕

点
を
ひ
と
つ
御
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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し
て
い
た
だ
さ
ま
す
。

〔
決
符
特
別
委
以
＾
共
布
以
此
（
麻
柚
伊
祐
社
）
狂
坦
〕

〇
誤
品
（
笠
田
七
術
社
）

去
且
此
゜

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
「
こ
う
い
う
よ
う
に
府
問
す
る
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
0

笑
声
）

位
に

私
ど
も
市
の
予
符
を
執
行
す
る
者
の
立
場
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
な
る
ぺ
く
市
の
ほ
う
に
有
利
な
よ
う
に
解
釈
を
し
て
（
笑
声
、

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
ぞ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
絶
え
ず
執
行
さ
し
て
い

〇
暖
長
（
笠
田
七
衛
君
）

裔
の
論
点
が
ぼ
や
け
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
が
や
が
や
い
わ
れ
ま
し
た
ん
で
す
が
、

い
ま
消
防
長
の
話
で
は
、
市
の

と
思
う
ん
で
す
°
結
局
は
市
民
の
た
め
に
あ
る
政
治

9
ゃ
な
い
か
と
思

た
め
に
な
る
、
と
い
う
お
こ
と
ば
が
ち
ょ
っ
と
私
は
気
に
く
わ
ん

ど
う
か
、
決
位
の
こ
と
で
す
の
で
あ
ま
り
や
か
ま
し
ゅ
う
言

う
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ひ
っ
か
か
っ
て
き
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、

い
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
今
後
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
市
民
の
た
め
の
施
政
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

こ
れ
は
特
に
新
し
く
市

市
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
、
市
民
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
な
れ
ば
戦
時
中
の
日
本
と
同
じ
こ
と
に
な
る
わ
け
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
れ
か
ら

新
市
長
は
よ
く
心
得
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
こ
と
を
要
望
し
て
質
間
を
終
わ
り
ま
す
。

〇
践
虻
（
笠
田
七
術
君
）

決
悦
委
且
会
に
お
き
ま
し
て
貫
の
各
位
に
は
長
時
間
、
慎
誼
な
審
議
を
せ
ら
れ
た
と
、
こ
れ
に
は
謝
意
を
表
す
る
ん

言
ざ
い
ま
す
る
が
、
先
ほ
ど
か
ら
同
僚
議
が
い
る
い
ろ
致
問
に
立
っ
て
、
私
も
一
点
二
点
聞
い
て
み
た
い
な
と
思
う
と
こ
る
を
ば
開

い
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
あ
の
説
明
沿
を
見
ま
す
る
と
さ
い
が
、
会
計
方
面

れ
た
述
洋
樵
業
荼
地
の
問
題
で

日
比
詔
且
が
ル
一
に
虹
問
せ
ら
う
よ
う
な
こ
と
も
感
ぜ
ら
れ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
産
業
部
長
の
話
で
は
ど
う
も
前
の
五
万
坪
を
ふ
た

に
も
多
少
誓
い
て
お
る
と
い

き
と
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、

せ
ん
こ
と
に
は
も
う
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
の
だ
と
い
う
よ
う
な
、
ま
あ
抽
象
的
な
意
兄
を
開
か
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

は
た
し
て
決
算
委
且
会
で
は
そ
の
よ
う
な
説
明
で
了
と
さ
れ
た
の
か
と
。
あ
の
年
庶
別
の
収
入
を
兄
ま
し
て
も
、
最
近
特
に
悪
う
な
っ
て

た
し
か
に
い
え
る
と
忍
い
ま
す
る
が
、
そ
の
一
面
、
裏
に
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
0

会
計
方
面
に

呼
い
て
、
四
日
市
市
米
て
み
て
も
そ
の
焦
が
は
け
な
い
で
持
っ
て
こ
ん
の
か
、
そ
れ
と
も
設
備
が
自
然
沈
下
に
お
う
て
も
う
遠
洋
漁
業
の

甚
地
の
使
用
に
た
え
な
い
よ
う
な
状
油
だ
か
ら
こ
ん
の
か
。
そ
れ
と
も
大
工
場
が
ゆ
る
ら
い
と
す
わ
ら
に
ゃ
も
う
こ
ん
の
か
、
今
後
の
処

ど
も
、
多
少
の
私
は
建
設
意
見
も
あ
っ
た
だ
る

お
い
て
ど
う
さ
れ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
明
確
に
い
ま
甘
わ
れ
ま
い
け

う
と
息
う
の
で
、

こ
の
点
一
ー
瓜
お
ハ
ぷ
L

し
て
み
た
い
。

次
に
、
競
輪
事
業
の
一
般
会
計
紐
り
入
れ
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
直
点
的
な
施
設
に
今
稜
は
使
こ
て
い
け
と
0

は
た
し
て
重
点
的

と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
る
が
直
点
的
に
片
っ
て
い
か
れ
る
の
か
と
0

私
は
多
少
競
翰
の
収
入
に
は
異
議
が
あ
り
ま
す
°
使
用
面

に
お
さ
ま
し
て
は
希
望
も
灼
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
と
こ
る
を
姿
且
会
で
は
ど
の
よ
う
に
希
望
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ

た
か
と
い
う
池
比
な
お
松
ね
し
て
み
た
い
と
息
い
ま
す
。

0
決
算
牡
別
姿
且
＾
＾
姿
且
此
（
麻
橋
伊
祐
君
）
た
だ
い
ま
山
中
籐
以
の
虹
問
に
対
し
て
、
お
答
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

應
腐
地
の
こ
と
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
部
長
が

41さ
れ
ま
し
た
ご
と
く
前
の
、
こ
の
県
の
五
万
坪
の
土
地
以
外
の
こ
と
で
私
は

そ
ん
な
に
聞
か
な
ん
だ
と
息
い
ま
す
ん
で
す
で
、
も
う
ひ
と
つ
部
長
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
°
答
弁
、
部
長
に

0
山
中
忠
一
因

〔
山
中
忠
一
店
丑
坦
〕 山
中
蹄
且
。

長
に
な
ら
れ
た
九
鬼
市
品
に
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

〇
酒
井
昌
一
君

〔
酒
井
昌
一
君
登
坦
〕 酒
井
躁
且
゜

「
ず
る
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い
ま
す
。

な
お
、
競
輪
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
そ
の
と
き
に
は
競
輪
の
収
入
は
本
日
ま
で
に
相
当
の
収
入
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は

施
設
の
改
普
を
相
当
し
て
、
収
入
を
ふ
や
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
収
入
の
金
に
よ
っ
て
何
か
の
施
策
を
し
て
も
ろ
た
ら
ど
う
か
と
い
｀

う
よ
う
な
こ
と
を
委
且
の
ほ
う
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
さ
よ
う
御
返
事
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
産
業
部
長
（
芝
田
敬
太
郎
君
）
丑
壇
〕

0
産
業
部
長
（
芝
田
敬
太
郎
君
）

茄
地
の
発
凪
を
は
か
る
根
本
的
な
問
返
、

ま
た
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
原
因
は
何
だ
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、
そ
の
意
味
あ
い

前
の
海
面
の
埋
め
立
て
、
埋
め
立
て
い
い
ま
す
か
、
泊
地
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
最
終
的
な
問
題
と
し
て
は
、
ギ
オ
一
番
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
現
時
点
に
お
き
ま
し
て
の
入
池
船
の
減
少
と
い
い
ま
す
も
の
は
、
や
は
り
仲
買
人
に
も
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
私
ど
も

考
え
て
お
り
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
先
ほ
ど
日
比
猥
且
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
遠
洋
漁
業
基
地
を
作
り
ま
し
た
目
的
が
あ

の
北
部
屈
辺
の
振
典
の
意
味
が
非
柑
に
多
か
っ
た
点
か
ら
い
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
取
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
私
ど
も
、
と
申
し
上
げ
ま
す

よ
り
荷
受
機

OO
の
連
営
方
針
が
、
地
元
の
仲
災
人
を
優
先
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
方
、
全
然
マ
グ
ロ
を
扱
っ
た
こ
と
の
な
f

い
方
々
を
新
し
く
マ
グ
ロ
の
仲
只
人
に
行
成
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
過
去
に
お
き
ま
し
て
誤
会
で
御
承
認
い
た
だ
き
ま
し
て
、
仲
買
人
の

研
修
伐
を
ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
、
先
巡
地
に
送
り
ま
し
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
と
い
た
し
ま
し
て
も
只
手
が
弱
か
っ
た
と
い
う
こ

ま
た
、

OO
連
迩
業
の
問
題
は
、
た
し
か
に
址
終
、
あ
す
こ
を
一
大
碁
地
に
い
た
し
ま
す
の
に
は
（
「
そ
れ
は
決
算
か
」
と
呼
ぶ
者
あ
り

）
関
迷
迎
業
を
防
致
い
た
し
ま
す
以
外
に
は
大
き
な
発
服
は
望
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
ま
で
の
衰
微
の
原
因
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
前
申

〔
「
畏
」
と
呼
ぶ
名
あ
り
〕

〔
山
中
忠
ー
カ
丑
填
〕

「
い
い
か
げ
ん
に
決
符
に
切
り
か
え
よ
う
や
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

た
い
へ
ん
且
孤
な
時
間
を
む
だ
な
よ
う
な
私
見
で
火
や
し
て
お
る
か
の
よ
う
に
思
い
ま
す
る
が
、
私
は
じ
ぶ
ん
な
が
ら

に
も
決
し
て
む
だ
な
時
間
を
伐
や
し
て
お
ら
ぬ
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ひ
と
つ
御
了
承
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
十
二
名
か
ら
な
る
決
符
姿
且
会
が
―
―
-El
間
に
わ
た
っ
て
細
密
に
決
罪
を
や
ら
れ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
今
稜
の
方
針
と
申
し
ま

す
る
か
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
効
呆
が
上
が
っ
と
る
か
上
が
っ
と
ら
ぬ
か
と
い
う
こ
と
が
私
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
根
本
問
題
に

つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
了
承
で
け
ん
よ
う
な
と
こ
る
に
こ
の
伐
用
が
使
わ
れ
て
お
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
ら
と
し
て
は
意
見
を

吐
い
て
答
弁
を
求
め
る
の
が
当
然
で
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
ま
ず
ど
の
理
事
者
に
聞
き
ま
し
て
も
抽
象
的
な
意
見
で
、
結
論
が
出

て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
よ
る
し
く
理
事
者
の
方
に
炭
望
し
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
せ
っ
か
く
＿

l-
日
に
わ
た
り
長
時
間
皆
さ
ま
が
御

悔
議
し
て
出
さ
れ
た
意
Jl
は
も
っ
と
将
瓜
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
っ
と
尊
重
し
て
、
次
の
来
た
る
べ
き
建

設
的
な
意
Jl
を
ま
と
め
て
も
ら
っ
て
、
そ
う
し
て
今
後
の
市
政
の
発
股
に
私
は
た
だ
尽
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
一
語
に
尽
き
る
と
思

先
ほ
ど
委
比
此
は
、
競
輪
の
一
般
公
計
に
緑
り
入
れ
の
事
業
の
問
題
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
や
は
り
も
っ
と
競
輪
事
業
の
収
入

と
い
う
も
の
を
ふ
や
し
、
競
翰
事
業
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
歩
研
究
し
て
、

0
山
中
忠
一
社

0
磁
北
（
笠
田
七
衛
社
）

山
中
廂
ハ
゜

0
醗
此
（
笠
田
七
術
社
）

他
に
仰
虹
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で

．．．． 
。

し
ま
し
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
「
踊
此
お
る
の
か
」
、

と
が
大
き
な
原
因
で
ご
ざ
い
ま
す
3

で
お
答
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

産
業
部
長
。

こ
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
に
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さ
ま
し
て
も
、

い
る
い
る
十
分
紺
論
、
討
謡
を
直
ね
ま
し
て
、
や
は
り
こ
こ
に
「
抜
本
的
対
策
を
樹
立
し
」
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
明

記
し
、
う
た
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
0

と
い
う
こ
と
は
、
今
後
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
事
者
も
議
会
の
ほ
う

も
十
分
考
え
、
あ
わ
せ
て
将
来
の
艇
辺
を
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
論
議
し
た
過
程
の
中
で
、
こ
う
い
う
状
態
に
な

な
お
、
競
翰
事
業
の
問
題
咎
に
つ
き
ま
し
て
も
、

と
、
や
は
り
そ
れ
を
特
定
財
源
と
い
た
し
出
し
て
、
何
ら
か
い
る
ん
な
施
設
に
、

年
の
う
ち
の
競
輪
事
業
の
光
り
上
げ
を
全
部
そ
れ
の
茄
金
と
し
て
、
そ
の
方
面
に
使
っ
て
そ
れ
を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
、
実
現
化
し
て

い
く
と
い
う
劣
え
方
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

般
公
計
へ
そ
れ
を
そ
う
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
は
り
弾
力
性
を
持
っ
た
ー
つ
の
予
諄
を
し
て
い
く
と
い
う
考
察
の
仕
方
も
ご
ざ
い
ま
す

し
、
な
お
そ
れ
を
特
定
財
源
と
し
て
や
は
り
何
ら
か
の
話
施
設
に
使
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し

て
も
十
分
決
算
姿
ハ
会
で
い
る
い
る
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問
題
を
今
後
に
ど
う
い
う

ふ
う
に
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
迎
小
者
も
議
会
の
ほ
う
も
十
分
審
睾
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
り
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
、
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
も
考
え
、

一
般
会
計
へ
す
ぐ
放
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
、
そ
れ
を
全
部
な
く
し
て
し
ま
う
使
い
方

た
と
え
ば
諸
会
館
を
作
る
と
す
れ
ば
や
は
り
そ
れ
を
一

一
般
会
計
に
入
れ
た
揚
合
に
お
い
て
は
、
や
は
り
市
の
理
事
者
側
と
し
て
は
や
は
り
一

こ
う
い
う
よ
う
な
表
現
の
仕
方
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
十
分
決
算
委
員
会
と
し
て

も
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
に
十
分
に
そ
の
点
が
御
理
解
賜
わ
れ
な
い
点
に
つ
き
ま
し
て
、
決
算
委
員
会
と
し
て
は
今
後

と
も
な
お
ー
そ
う
そ
う
い
う
面
に
注
意
い
た
し
ま
し
て
、
努
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
御
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
。

委

il此
が
い
る
い
る
111
し
上
げ
れ
ば
よ
る
し
い
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
御
甜
齢
で
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、

人
間
に
持
ち
前
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
い
い
点
も
あ
り
ま
す
し
、

い
る
い
ろ
悪
い
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
も
お
互
い
に
協
力
し
合

っ
て
結
論
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、

と
呼
ぷ
者
あ
り
）

い
ま
山
中
籐
以
の
ほ
う
か
ら
市
営
の
焦
市
揚
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
の
こ
と
を
賜
わ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
点
も
ひ
と
つ
今
後
と
も
御
了
承
賜
わ
っ
て
御
塙
踊
を
お
肌
い
し
た
い
、

い
る
い
ろ
各
自
各
自
の

こ
の
よ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
件
に
つ

て
は
い
る
ん
な
誓
Jl
等
も
賜
わ
っ
て
も
け
っ
こ
う
だ
と
忍
い
ま
す
が
、
や
は
り
一
任
さ
れ
て
委
員
会
を
形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
｀

（
「
異
謡
な
し
」

そ
う
だ
、

そ
れ
が
ほ
ん
と
う
だ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

本
来
の
い
る
ん
な
問
艇
点
で
、

地
が
デ
イ
ス
カ
ッ
ツ
ヨ
ン
さ
れ
て
お
る
と
と
い
う
ふ
う
に
私
ど
も
考
え
、

そ
の
ほ
か
い
る
い
ろ
問
題
の
起
き
た
点
に
つ
き
ま
し

て
御
審
踊
に
携
わ
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

決
＃
委
且
会
に
臨
ん
で
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

（「

で
す
の
で
、

決
拌
委
且
会
は
、

各
会
派
か
ら
各
代
表
が
出
ま
し
て
組
織
し
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

わ
り
ま
し
て
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
会
派
の
方
も
出
て
い
た
だ
い

い
る
ん
な
御
意
見
等
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
て
い
ろ
ん
な
意

0
決
拌
特
別
委
且
会
姿
且

（
喜
多
野
等
店
）

〔
決
拌
特
別
委
且
会
委
且
．
（
喜
多
野
等
君
）た
だ
い
ま
い
る
い
る
決
符
委
且
会
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
御
忠
告
や
ら
御
批
判
や
ら
賜

登
岨
〕

（
「
最
後
の
締
め
や
、
大
き
な
声
で
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

0
議
此

（
笠
田
七
術
君
）

喜
多
野
踊
且
。

私
の
質
問
を
打
ち
切
り
ま
す
。

（
「
え
ら
い
ぞ
」

と
呼
ぶ
者
あ
り
。
笑
声
）

よ
る
し
く
理
事
者
の
諸
公
に
は
、
今
後
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
く
ど
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
お
願
い
い
た
し
て
、

と
思
い
ま
す
。

お
か
れ
ま
し
て
は
私
は
も
っ
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
た
だ
ど
ぷ
へ
ぼ
ん
と
放
り
込
ん
だ
よ
う
に
ど
ぼ
9
ん
と
音
が
し
た
と
い
う
よ
う

な
金
の
繰
り
入
れ
方
が
は
た
し
て
正
し
い
の
か
正
し
く
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
は
そ
う
軽
々
に
四
日
市
市
議
会
の
市
政
を
あ
ず
か

る
聡
只
諸
公
で
あ
っ
た
な
れ
ば
済
ま
さ
れ
な
い
と
、
私
は
か
く
じ
ぷ
ん
が
信
念
を
持
っ
て
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
た
い
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〔
前
川
辰
男
岩
登
坦
〕

前
川
踊
且
゜

歳
入
は
、

二
千
万
円
の
補
正
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

を
お
砒
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
市
長
（
九
鬼
社
久
男
社
）

た
だ
い
ま
仰
上
程
の
蹄
案
に
つ
い
て
御
説
明
巾
し
上
げ
ま
す
。

市
抵
。

日
程
オ
ー
四

日
程
オ

六

こ
れ
に
御
異
雖
あ
り
ま
せ
ん
か
。

っ
て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
も
よ
ろ
し
く
御
考
察
願
い

〇
蹄
長
（
笠
田
七
術
君
）

他
に
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
の
通
告
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
「
異
踊
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
蹄
虻
（
笠
田
七
術
君
）

そ
れ
で
は
、
誤
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
0

本
案
は
、
委
且
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
躁
長
（
笠
田
七
術
店
）

決
鉢
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
且
此
の
報
告
ど
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
よ
し
た
。

〔
「
異
峨
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
紐
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年
鹿
四
日
市
市
一
般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計
等

〇
疏
此
（
笠
田
七
衡
君
）

次
に
、
日
程
生
ハ
、
蹄
案
＊
一
号
昭
和
四
十
年
底
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
オ
五
号
）
な
い
し
日
程

才
十
四
、
嬰
珀
ぢ
昭
和
四
十
年
底
四
日
市
市
水
辺
患
業
会
計
苔
一
回
補
正
予
位
の
九
璽
を
一
括
雖
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
九
鬼
喜
久
男
沿
）
丑
壌
〕

懇
雰
ー
サ
か
ら
斗
九
サ
ま
で
の
九
踊
案
は
、
去
る
十
二
月
の
誨
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
御

決
議
を
い
た
だ
さ
ま
し
た
本
市
峨
且
給
与
糸
例
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
給
与
関
係
蚊
と
、
他
に
四
日
市
警
察
署
建
設
毀
負
担
金
等
の
補
正

今
回
の
給
与
改
定
は
、
基
本
給
、
期
末
鋤
勉
手
当
及
び
通
勅
手
当
を
昨
年
九
月
か
ら
改
定
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
本
補
正
は
、

ま
す
が
、

御
異
踊
な
し
と
認
め
ま
す
。

踊
案
オ
ー
号
昭
和
四
十
年
底
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
卯
ハ
オ
五
号
）
、
な
い
し

議
梁
オ
九
号
昭
和
四
十
年
庇
四
日
市
市
水
追
事
業
会
計
オ
ー
＿
＿
同
補
正
予
符

こ
れ
ら
に
淡
す
る
経
伐
と
、
こ
れ
に
関
連
し
た
時
間
外
勅
務
手
当
、
地
方
公
務
且
共
済
組
合
負
担
金
等
、
改
定
に
伴
う
諸
経
費
等
で
あ
り

一
般
会
計
で
は
、
他
に
昨
年
十
二
月
の
雌
会
全
且
協
践
会
で
御
了
承
を
賜
わ
り
ま
し
た
囮
日
市
菩
察
署
建
設
費
負
担
金
の
う
ち

な
お
、
こ
の
残
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
底
予
丼
に
お
い
て
御
審
誤
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

一
股
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
税
堺
収
分
及
び
近
哉
日
本
鉄
迅
株
式
会
社
か
ら
の
寄
付
金
、
特
別
会
計
等
に
お
い
て
は
、

〇
識
此
（
笠
田
七
術
店
）

緑
り
越
し
金
、
訟
り
入
れ
金
、
国
血
負
担
金
及
び
使
用
科
収
入
等
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
即
し
充
当
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
御

海
峨
の
う
え
、
御
決
躁
賜
わ
り
土
す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

仰
弧
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
酋
願
い
ま
す
。

0
前
川
辰
男
沿

す
が
、
こ
れ
は
先
回
の
補
欠
選
挙
で
出
ら
れ
た
議
共
の
報
酬
だ
と
解
釈
し
ま
す
が
、
同
時
に
議
員
と
し
て
の
権
利
が
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば

巴
放
の
華
器
＾
に
つ
き
ま
し
て
笈
問
い
た
し
ま
す
が
、
オ
ー
節
の
と
こ
ろ
に
「
議
員
報
酬
」
が
上
程
さ
れ
て
お
り
ま

ま
し
て
ひ
と
つ
御
了
承
賜
わ
り
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
拍
手
）
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疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

ほ
か
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

わ
ざ
わ
ざ
ぼ
く
は
暗
長
の
答
弁
要
ら
な
い
と
い
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の
窓
味
で
簡
潔
に
答
え
て
い
た
だ
け
り
ゃ
い
い

ん
で
す
よ
0

次
に
追
加
し
て
い
た
だ
け
り
ゃ
い
い
と
、
そ
れ
だ
け
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
議
員
か
ら
申
し
上
げ
る
べ
き
で
な
く
、
自
動
的
に
で
す
ね
、
事
務
的
に
組
ま
れ
る
ぺ
き
問
題
で
す
。
も
し
も
こ
れ
が
組

ま
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
で
す
よ
、
四
四
半
期
分
の
権
利
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
お
る
漉
且
が
、
そ
れ
を
剥
脱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら

こ
れ
は
た
い
へ
ん
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
。

0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
議
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
九
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
且
会
の
付
託
を
省
略
し
直
ち
に
採
決
を

行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

（
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
他
に
別
段
御
質
疑
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
質

〇
離
武
（
笠
田
七
衛
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
議
案
オ
、
一
号
な
い
し
議
案
＊
九
号
の
九
議
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
九
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
前
川
辰
男
君

前
川
議
員
。

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
u

ん
で
ご
ざ
い
ま
す
0

御
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
る
関
係
上
、
視
察
も
大
半
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
関
係
か
ら
必
要
が
あ
れ
ば
組

む
と
申
し
上
げ
て
お
る
の
で
、
全
然
考
え
て
い
な
い
と
い
う
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
辺
を
抑
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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〔
前
川
議
員
登
埴
〕

前
川
誰
貝
゜

議
長
に
お
い
て
そ
の
必
要
を
認
め
た
と
き
に
善
処
い
た
し
ま
す
。

〇
諮
長
（
笠
田
七
衛
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

（
笑
声
、
発
酋
す
る
者
あ
り
）

前
川
議
員
。
n
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

0
前
川
辰
男
君

ん。 当
然
こ
れ
に
対
し
て
他
に
た
と
え
ば
祝
察
旅
致
等
の
追
加
が
あ
っ
て
し
か
る
ぺ
き
だ
と
恩
い
ま
す
。
こ
れ
が
な
い
の
は
一
体
ど
う
い
う
こ

と
か
、
御
質
問
い
た
し
ま
す
。

〇
雛
長
（
笠
田
七
衛
君
）

0
前
川
辰
男
君

0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

議
会
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

議
長
の
答
弁
と
い
う
の
は
、

n"
＂
＼
 

1
1
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，

1

＼
↓
ヽ
し
ー

9
,

＇

9
'
L
-
•
-
l
[
I
'
’

＼
 

'

↓

事

議
址
よ
り
答
弁
い
た
し
ま
す
。

|＇ 

(
A、
1＇， 
、．~99 

一
体
、
追
別
を
つ
け

今
後
、
視
察
等
に
関
し
ま
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
つ
ど
組
む
考
え
で
、
当
面
は
要
求
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
せ

要
求
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
か
い
な
。
当
然
一
月
か
ら
で
す

ね
費
と
し
て
の
権
利
が
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
そ
う
い
う
も
の
は
計
上
す
べ
さ
だ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
ぼ
く
は
ま
あ
労
え

る
わ
け
で
す
。
も
し
落
ち
て
お
る
の
な
ら
、
こ
の
次
に
追
加
す
る
と
い
う
答
弁
が
あ
れ
ば
了
承
い
た
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
事
務
的
な
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
0

必
要
を
認
め
た
ら
と
い
う
言
い
方
で
す
と
、
認
め
な
か
っ
た
ら
結
局
新
し
く
市
民
か
ら
信
任
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、

て
い
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
、
そ
の
点
は
事
務
的
な
答
弁
で
け
っ
こ
う
だ
と
恩
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
月
割
と
か
い
ろ
い
る
考
え
ら
れ
る
点
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
初
に
す
で
に
全
部
の
議
且
は
組

ー~I-—
-~o-



0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

署

名

議

員

前

川

宗

雄

署

名

議

員

渡

部

右
、
地
方
自
治
法
オ
百
二
十
三
条
オ
ニ
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四
日
市
市
議
会
議
長

笠

田

権

太｀＇
郎衛｀

七

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
オ
一
号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
＊
五

号
）
な
い
し
議
案
オ
九
号
昭
和
四
十
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
オ
三
回
補
正
予
算
の
九
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ
、
二
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
三
時
四
十
四
分
閉
会

ー~,2,-
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